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技術の特徴
・ビオチン化タンパク質の大量調製が可能
・対象タンパク質の高効率ビオチン化が可能
・受容体の特異的認識能の再構築が可能
・基版などへの方向性を維持した安定な固定化が可能

研究の内容

今後の展開
・再構築受容体の安定化など、実用化に向けた検討
・受容体認識能を活用した相互作用解析技術、食品の機能性評価、安全性評価
技術などへの発展
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